
令和８年度　札幌市　 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標

多文化共生社会を見据え、主体的に英語を用いてコミュニケーションを図る資質
・能力を育成する。

こちらはひな型ですので、
記載や枠の大きさは自由に
変更してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】
→ご自身の都道府県名・指
定都市名に修正してくださ

い。
目標について
• 改善の方向性がわかる明瞭か
つ具体的な目標を立てること。

• 特に重点的に取り組む点を
チェックリストから選択し、 □内
に✓を記入すること（複数選択
可）。１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が
必要であり、R8年度に重点的
に取り組む点について、明瞭か
つ具体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、
学校訪問や研修会等で見られ
た状況を参考にする等して必
ずいずれかとして記載 するこ
と。

• 定量的なデータがある場合は
記載してください（必ずしも記載
する必要はございません。）。
英語教育実施状況調査等の結
果については必ずしもR7年度
のデータである必要はなく、R6
年度以前のデータを参考値とし
て記載することも考えられま
す。

２．要因分析について
• 改善が進んだ／進まなかった要
因をそれぞれ明瞭かつ具体的
に記載すること。

３．目標を達成するための施策・
事業について
• 改善が進んだ／進まなかった
要因を踏まえ、目標を達成する
ために、どのような施策・事業を
実施するのか、明瞭かつ具体
的に記載すること。（改善が進
んだ点については、必ずしも施
策・事業に結びつける必要はご
ざいませんが、更なる取組の充
実のために施策・事業を行うこ
とも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考 URL
や二次元コードを掲載するこ
と。

• 小学校英語専科指導に係る加
配定数を活用する場合 は、一
定の英語力を有する小学校教
師の新規採用に係る取組を必
ず記載すること。

作成する時は、既に入って
いる説明書きはすべて削除
し、番号のみ（①②❶❷等）
残してください。

こちらのシートには「小学校
外国語教育（小中高連携を
含む）」に関する英語教育改
善プランを記載してください。

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

①②令和７年度札幌市英語教
育改善プランにて、「ALT参画
×ICT活用」の参考資料を作成
・周知し、パワーアップ研修や
札幌市英語教育改善プラン報
告会（悉皆研修）等で取組を促
進した。

①ICTの活用状況につい
て、改善が見られた。
【学習者用デジタル教科書の活用】
（R5:62.4%⇒R6:70.4％）
【デジタルドリルや動画等のコンテンツの活
用】
（R5:73.6%⇒R6:84.2％）

②授業における、児童の
英語による言語活動に
ついて、改善が見られ
た。
【授業における、生徒の英語による言語活動
の割合が50％以上の学校の割合】
（R5:90.4%⇒R6:94.2％）

❶ALT等の授業への参画
について、他校種と比べ
ると、改善の余地がある。
【児童の発言や作文等に対するコメン
ト・フィードバック】
（小学校３・４年　R5:83.2%⇒R6:90.3%）
（小学校５・６年  R5:90.4%⇒R6:92.3％）

※R6数値は、札幌市学校教育指導
の実態調査

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
　(専科教員含む)

✓言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 ✓ ✓ その他AIの活用

❶ALTによる児童の発言や作
文等に対するコメント、フィード
バックについては、数値は上昇
傾向ではあるものの、その好
事例については、引き続き、横
展開する必要がある。また、児
童が主体的に英語で伝え合う
力を伸ばすために、ALTやICT
の効果的な活用が重要。

【令和８年度の重点】
ALTによる効果的なフィードバックと ICTの活用により、児童生徒
一人一人の［話すこと］［書くこと］の高まりを目指す。
上記の重点において、次を視点とする。

ICTを活用した効果的なALTの参画～学習過程における
個別のフィードバックを通した ALTのかかわり～

❶令和８年度の重点を踏まえた「パワーアップ研修」、令和８年度札
幌市英語教育改善プラン報告会（悉皆研修）を実施する。
「パワーアップ研修」は、小学校英語専科指導教員だけではなく、学
級担任や他校種の教員も参加できるようにする。また、札幌市英語
教育改善プラン報告会では、札幌市英語教育改善プラン会議にて
作成した資料を共有し、情報交流等ができる研修の場とする。

＜パワーアップ研修・札幌市英語教育改善プラン報告会　研修テーマ＞

・小中接続を意識した言語活動の在り方
・ALTとつくる子どもが英語で伝えたくなる授業づくりについて
・「ALTの参画×ICTの活用」による［話すこと］［書くこと］の好事例につい
て



令和８年度　札幌市　 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標

多文化共生社会を見据え、主体的に英語を用いてコミュニケーションを図る資質・能力を育成す
る。
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R7：56.2％⇒R8：58.0％）
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点
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要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

こちらはひな型ですので、
記載や枠の大きさは自由に
変更してください。
目標について
• 改善の方向性がわかる明瞭か
つ具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（ R7）、
目標（R8）を必ず記載するこ
と。

• 特に重点的に取り組む点を
チェックリストから選択し、 □内
に✓を記入すること（複数選択
可）。

１．目標に対する現状について
• 改善が進んだ点／未だ改善が
必要であり、R8年度に重点的
に取り組む点について、明瞭
かつ具体的に記載 すること。

• 「言語活動に関すること」は、
R6全国学調の結果等を踏ま
え、必ずいずれかとして記載
すること。

• 定量的なデータがある場合
は、可能な限り昨年度からの
進捗が分かる形で記載 してく
ださい。英語教育実施状況調
査等の結果については必ずし
もR7年度のデータである必要
はなく、R6年度以前のデータを
参考値として記載することも考
えられます。

２．要因分析について
• 改善が進んだ／進まなかった要
因をそれぞれ明瞭かつ具体的
に記載すること。

作成する時は、既に入って
いる説明書きはすべて削除
し、番号のみ（①②❶❷等）
残してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】
→ご自身の都道府県名・指
定都市名に修正してくださ

い。

３．目標を達成するための施策・
事業について
• 改善が進んだ／進まなかった
要因を踏まえ、目標を達成する
ために、どのような施策・事業を
実施するのか、明瞭かつ具体
的に記載すること。（改善が進
んだ点については、必ずしも施
策・事業に結びつける必要はご
ざいませんが、更なる取組の充
実のために施策・事業を行うこ
とも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考 URL
や二次元コードを掲載するこ
と。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力✓言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 ✓ ✓ その他AIの活用

こちらのシートには「中学校
外国語教育（小中高連携を
含む）」に関する英語教育改
善プランを記載してください。

①②令和７年度札幌市英語教
育改善プランにて、「ALT参画
×ICT活用」の参考資料を作成
・周知し、パワーアップ研修や
札幌市英語教育改善プラン報
告会（悉皆研修）等で取組を促
進した。

①ALT等の授業への参
画の具体的状況につい
て、改善が見られた。
【パフォーマンステスト等の補助】
（R5:95.9%⇒R6:98.5％）

【生徒の発言や作文等に対するコメント・
フィードバック】
（R5:97.9%⇒R6:99.0％）

②ICTの活用状況につい
て、改善が見られた。
【1人1台端末等を用いた発表や話すことにお
けるやり取りの場面での活用】
（R5:83.5%⇒R6:89.7％）

❶授業における、生徒の
英語による言語活動につ
いて、改善が見られた。
【授業における、生徒の英語による言語活動
の割合が50％以上の学校の割合】
（R5:51.9%⇒R6:60.0％）

※R6数値は、札幌市学校教育指導
の実態調査

❶言語活動の充実については、
引き続き、周知する必要があ
る。また、生徒が主体的に英語
で伝え合う力を伸ばすために、
ALTやICTの効果的な活用が重
要。

【令和８年度の重点】
ALTによる効果的なフィードバックと ICTの活用により、児童生徒
一人一人の［話すこと］［書くこと］の高まりを目指す。
上記の重点において、次を視点とする。

ICTを活用した効果的なALTの参画～学習過程における
個別のフィードバックを通した ALTのかかわり～

❶令和８年度の重点を踏まえた「パワーアップ研修」、令和８年度札
幌市英語教育改善プラン報告会（悉皆研修）を実施する。
「パワーアップ研修」は、小学校英語専科指導教員だけではなく、学
級担任や他校種の教員も参加できるようにする。また、札幌市英語
教育改善プラン報告会では、札幌市英語教育改善プラン会議にて
作成した資料を共有し、情報交流等ができる研修の場とする。

＜パワーアップ研修・札幌市英語教育改善プラン報告会　研修テーマ＞

・小中接続を意識した言語活動の在り方
・ALTとつくる子どもが英語で伝えたくなる授業づくりについて
・「ALTの参画×ICTの活用」による［話すこと］［書くこと］の好事例につい
て



令和８年度　札幌市　 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標

多文化共生社会を見据え、主体的に英語を用いてコミュニケーションを図る資質・能力を育成す
る。
○CEFR A2/B1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合
（R7： A2以上　82.6％、B1以上　44.7％ ⇒R8： A2以上　85.0％、B1以上　45.0％ ）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

こちらはひな型ですので、
記載や枠の大きさは自由に
変更してください。
目標について
• 改善の方向性がわかる明瞭か
つ具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（ R7）、
目標（R8）を必ず記載するこ
と。

• 特に重点的に取り組む点を
チェックリストから選択し、 □内
に✓を記入すること（複数選択
可）。１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が
必要であり、令和8年度に重点
的に取り組む点について、明瞭
かつ具体的に記載 すること。

• 「言語活動に関すること」は、
必ずいずれかとして記載 する
こと。

• 定量的なデータがある場合
は、可能な限り昨年度からの
進捗が分かる形で記載 してく
ださい。英語教育実施状況調
査等の結果については必ずし
もR7年度のデータである必要
はなく、R6年度以前のデータを
参考値として記載することも考
えられます。

２．要因分析について
• 改善が進んだ／進まなかった要
因をそれぞれ明瞭かつ具体的
に記載すること。

作成する時は、既に入って
いる説明書きはすべて削除
し、番号のみ（①②❶❷等）
残してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】
→ご自身の都道府県名・指
定都市名に修正してくださ

い。

３．目標を達成するための施策・
事業について
• 改善が進んだ／進まなかった
要因を踏まえ、目標を達成する
ために、どのような施策・事業を
実施するのか、明瞭かつ具体
的に記載すること。（改善が進
んだ点については、必ずしも施
策・事業に結びつける必要はご
ざいませんが、更なる取組の充
実のために施策・事業を行うこ
とも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考 URL
や二次元コードを掲載するこ
と。

• 特にグローバルに活躍するこ
とが期待される層の拡充のた
めの取組については、必ず記
載してください。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力✓言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 ✓ ✓ その他AIの活用

こちらのシートには「高等学
校外国語教育（小中高連携
を含む）」に関する英語教育
改善プランを記載してくださ
い。

①②令和７年度札幌市英語教
育改善プランにて、「ALT参画
×ICT活用」の参考資料を作成
・周知し、パワーアップ研修や
札幌市英語教育改善プラン報
告会（悉皆研修）等で取組を促
進した。

①ALT等の授業への参画
の具体的状況について、
改善が見られた。
【パフォーマンステスト等の補助】
（R6:71.4%⇒R7:100％）

②ICTの活用状況につい
て、改善が見られた。
【デジタルドリルや動画等のコンテンツの活用】
（R5:71.4%⇒R6:85.7％）
【キーボード入力等で書くこと」
（R5:85.7%⇒R6:100％）
【遠隔地の生徒等と英語で話す交流】
（R6:14.3%⇒R7:28.6%）
【遠隔地の英語に堪能な人との個別会話】
（R5:14.3%⇒R6:42.9％）

❶授業における、生徒の
英語による言語活動につ
いて、改善の余地があ
る。
【授業における、生徒の英語による言語活動
の割合が50％以上の学校の割合】
（R5:68.8%⇒R6:50.0％）

❶言語活動の充実については、
引き続き、周知する必要があ
る。また、生徒が主体的に英語
で伝え合う力を伸ばすために、
ALTやICTの効果的な活用が重
要。

【令和８年度の重点】
ALTによる効果的なフィードバックと ICTの活用により、児童生徒
一人一人の［話すこと］［書くこと］の高まりを目指す。
上記の重点において、次を視点とする。

ICTを活用した効果的なALTの参画～学習過程における
個別のフィードバックを通した ALTのかかわり～

❶令和８年度の重点を踏まえた「パワーアップ研修」、令和８年度札
幌市英語教育改善プラン報告会（悉皆研修）を実施する。
「パワーアップ研修」は、小学校英語専科指導教員だけではなく、学
級担任や他校種の教員も参加できるようにする。また、札幌市英語
教育改善プラン報告会では、札幌市英語教育改善プラン会議にて
作成した資料を共有し、情報交流等ができる研修の場とする。

＜パワーアップ研修・札幌市英語教育改善プラン報告会　研修テーマ＞

・小中接続を意識した言語活動の在り方
・ALTとつくる子どもが英語で伝えたくなる授業づくりについて
・「ALTの参画×ICTの活用」による［話すこと］［書くこと］の好事例につい
て


